
 

 

 

 

 

 

 

             
2017 年（平成 29 年）5 月 4日（木）から 7 日（日）に横浜で開催される、第 50 回ＡＤＢ年次総

会のロゴ・テーマを 5 月 5日（木）、フランクフルト総会次回開催国イベントの中で発表しました。

（※次回開催国イベントの概要は裏面参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

平 成 2 8 年 5 月 5 日 
文 化 観 光 局 Ｍ Ｉ Ｃ Ｅ 振 興 課 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

第 50 回アジア開発銀行（ADB）年次総会 

横浜開催のロゴ・テーマ決定！ 

＜次回開催国イベントでの発表風景＞ 

横浜の街並みをシンプルな

図形で表し、横浜らしさと日本

らしさを融合させました。雲が

つながる様は、手と手を携える

ことを表し、これからのアジア

の未来を「ともにひらく」こと

を意味しています。 

青海
せいがい

波紋
はもん

の中に、横浜の象徴

的なアイコンを散りばめ、「濱
はま

海
かい

波紋
はもん

 2017」と名付けました。色

調は日本の伝統色や、横浜の海を

感じられる色を意識しています。 

《林 文子 横浜市長 コメント》 

 第 50 回アジア開発銀行年次総会の横浜開催まで１年を切りました。本日、フランクフルト総会で

横浜開催のロゴ・テーマの発表を迎えられたことを心から嬉しく思います。ロゴには、横浜を表す要

素を数多く込めており、日本らしさと横浜を世界にアピールするデザインとすることができました。

今後、会議に向けた様々なイベントを通じて、多くの方に親しんでいただきたいと思います。 

ロゴマーク 背景 

テーマ「Building Together the Prosperity of Asia」（ともにひらく、アジアの未来） 

日本語にある「ひらく」には、「ともに創り、開拓する」の意の『拓(ひら)く』、「深く知り、啓発する」の意の『啓

(ひら)く』、「おもてなしで互いの心を『開(ひら)く』」という３つの意味が込められています。 

お問合せ先 
文化観光局 ＭＩＣＥ振興課誘致担当課長 鈴木 真実 
Tel 045-671-4034 / Mail  bk-adb@city.yokohama.jp 

 

 

＜第 50 回アジア開発銀行年次総会ロゴ・テーマ＞ 

◆合わせて第 50 回ＡＤＢ年次総会横浜開催のホームページを開設しました。 
URL:http://adb2017.city.yokohama.lg.jp/ 

◆ロゴの画像ファイルをご希望の記者の方は、下記までご連絡ください。  

◇青海波紋とは、穏やかな波を表現した紋様で、

いつまでも続く幸せへの願いが込められています。 

裏面あり 

http://adb2017.city.yokohama.lg.jp/


 

 

ドイツからの引継ぎ式 鏡開き 

林市長のスピーチ 

ＡＵＮ Ｊ クラシックオーケストラ 

による和楽器演奏 

ＡＤＢ中尾総裁のスピーチ 

日本酒等の提供 

第49回ＡＤＢ年次総会(ドイツ フランクフルト）における 
次回開催都市横浜ＰＲについて 

１ 次回開催国イベント 

日  程：平成 28 年 5 月 5日（木） 

会  場：メッセフランクフルト コングレスセンター 

来場者数：約 250 名 

【主な内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 横浜市ＰＲブースの設置 

   第 49 回ＡＤＢ年次総会の会期中、コングレスセンター内に、和モダンを意識した横浜ＰＲ

ブースを 4 日間（5 月 2 日（月）～5 日（木））常設。会議参加者に向けて、和楽器演奏、書道

体験、茶道体験、ＰＲ映像による横浜紹介等を行いました。 

 

 

   

AUN J クラシックオーケストラ 

2008 年に結成された和楽器のみのユニット。世界遺産を舞台としたライブツアーを毎年開催

しています。 

横浜市ＰＲ映像について 

会議参加者に横浜を魅力的にお伝えするため、プロモーション映像を作成しました。訪れる人々の

あふれる笑顔を通じて、横浜の魅力を紹介しています。映像を引き立たせている音楽は、横浜市歌を

アレンジしています。    ＵＲＬ→https://youtu.be/buMeQfnqE1w 
 

https://youtu.be/buMeQfnqE1w

